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⽇本経済新聞の「パンデミックと⽇本」は厳しい内容ながらこれが現実だろう 
 
昨⽇の⽇本経済新聞の記事には、これからの数年にわたる社会の状況が⽬に⾒えるように
描かれている。各国の⾸脳が第⼆次世界⼤戦以来の戦争体制下にあると認識しているよう
に、現在ただ今、世界の国々はただ事ではない状況下にあり、この状況は私たちの⽇常を少
しずつであるが蝕み続け、いまや実⽣活を⼤きく制限するまでに⾄った。 
 



来年の今頃はどうしているだろうか。感染の拡⼤は抑えられ、新たな感染者の発⽣はかなり
少なくなっていることだろう。そう願っている。しかしながら、多くの⼈々、特に 70 歳を
超える多くの⽅々がその犠牲となり、多くの家庭にその傷跡を残している。また、経済的に
も、多くの中⼩企業がその活動を中⽌し、社会構造に⼤きな変化が⽣じている。おそらくは
⽇本社会はそのような⼤きなインパクトを受けている。 
 
海外との関係が改めて問い直され、新たな産業や商業の姿が現れ、いままで必須と思われて
いた「普通」の⼀部が消え去っていく。そのような⼤きな物理的、そして意識的な変化と変
⾰がこれからの数年間の間は激しく起こり、そして 10 年の時を経て⽇本の社会に定着して
いくことになるだろう。 
 
農業を⾒直し、⾷糧需給率が⾼められる農業のあり⽅が求められる 
省資源で⾼付加価値な製品やサービスを⽣み出す必要に迫られる 
有事においてもサプライチェーンの影響を受けにくい産業構造が求められる 
省資源で廃棄物を出さない、しかし精神的に豊かな社会のあり⽅が求められる 
海外から訪れるべきと認識される、⽇本に特有な⽂化にさらに磨きをかける 
⼈と⼈とのつながりが、⽣活の質を⾼める社会となるようその仕組みを整える 
 
今回の⼀⼤事件をきっかけとして、社会のあり様を今⼀度考えてみることに、意味はあると
思います。 
 
 
 
 
⽇本は桜の季節を迎えた。例年ならば多くの海外からの⼈々がこの桜の花を愛でていると
ころであるが、今年は⼤きく事情が異なる。いや、海外の⽅のみならず⽇本⼈さえ、外出を
控えている。 
 
兵庫県加古川市の⽇岡公園の桜も今まさに万回である。例年であれば、多くの出店がならび、
そこに多くの家族連れが散策しているのであるが、やはり今年は寂しいようである。来年は
この桜⽊の下に多くの家族の姿が⾒られることだろう。 
 
 


